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    監 査 公 表 

和歌山県監査公表第13号 

 平成27年1月29日付け監査報告第19号の監査結果に基づき、知事等から措置を講じた旨の通知があった

ので、地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第12項の規定により、次のとおり公表する。 

  平成27年4月17日 

和歌山県監査委員 保 田 栄 一 

和歌山県監査委員 足 立 聖 子 

和歌山県監査委員 井 出 益 弘 

和歌山県監査委員 宇治田 栄 蔵 

1 東牟婁振興局地域振興部 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）直行命令している旅行命令簿において、直行せず

出勤したにもかかわらず、旅行命令の変更がなされ

ず、旅費もそのまま支給されていたので適正に処理

されたい。 

 

 

（2）簡易公開調達において、公告と説明書の提出期限

等に食い違いがあったので、今後このようなことが

ないよう適正に処理されたい。 

 

 

 

 

（3）支出に当たり、次の不適切な事例があったので、

適正に処理されたい。 

  ア 出納員の決裁漏れがあった。 

  イ 誤った金額による支出があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）ETCカード使用承認・使用管理簿において、使用承

認の漏れがあったので、適正に処理されたい。 

注意事項 

（1）職員が、直行での旅行命令の承認を受けた後、旅

行命令の変更手続を行わず、在勤公署である当振興

局に出勤し旅行を行ったものである。 

   今後、全職員に対し旅行命令簿の適切な記載方法

及び旅費制度について再度周知徹底を行い、適正な

処理に努めていく。 

（2）平成25年度に実施した役務の提供等の契約に係る

簡易公開調達における複数の案件で、公告と説明書

の提出期限等の記載が食い違ったまま簡易公開調達

を実施していたものである。 

   今後、複数人での審査を徹底し、適正な処理を行

い、和歌山県の公共調達制度に対する信頼確保に努

めていく。 

（3）出納員の決裁漏れについては、健康福祉部串本支

所の支出に際して、出納員による支払確認等は行っ

ていたが、出納機関決裁欄への出納員の押印漏れが

あったものであり、今後、押印漏れのないよう強く

指導を行った。 

   次に、誤った金額による支出については2件あり、

うち1件は、串本建設部関係の支出に際して、誤った

請求金額の請求書により支出を行ったもので、他の1

件は、新宮建設部関係の支出に際して、誤った支出

命令額の支出票により支出したものである。出納員

に対し、今後なお一層、支出票及び関係書類につい

て審査を徹底するよう指導し、過誤のない適正な支

出を行っていく。 

（4）2日間の出張で旅行命令を受けたにもかかわらず、

ETCカードの使用について、1日での使用として誤っ

て承認を受けたものである。 
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（5）損害賠償金及び修繕料の支払を伴う公用車による

交通事故が複数件発生していたので、今後は事故防

止に留意し、車両の適正な管理に努められたい。 

   今後、ETCカード使用承認・使用管理簿記入に際し

ては、承認漏れがないよう使用者への注意喚起を図

り、適正な処理に努めていく。 

（5）当部における損害賠償金及び修繕料の支払を伴う

公用車による交通事故は3件発生しており、うち1件

は、職員が交差点の右折時に安全確認を怠ったこと

により発生したものであり、残り2件は、駐車場で後

進時に安全確認を怠ったために発生したものであ

る。事故報告後速やかに当該職員への個別指導を行

うとともに、全職員を対象にした交通安全研修を実

施し、交通安全の徹底を図った。 

   今後も職場研修等を通じ交通安全の徹底を図って

いく。 

 

2 東牟婁振興局健康福祉部 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）生活保護費返還金の未収金については、平成25年

度末で約837万円となっており、前年度末に比し約41

万円増加している。 

   今後も、文書による督促に加え、電話による催

告、自宅訪問による納付指導など、適切な債権管理

に努められたい。 

   また、被保護者の資産状況を精査し収入の把握に

努めるなど、新規未収金の発生防止に努められた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）母子寡婦福祉資金貸付金償還金の未収金について

は、平成25年度末で約341万円となっており、前年度

末に比し約48万円減少している。 

   今後も、新規未収金の発生防止のために貸付時に

おける償還指導の徹底を図るとともに、適時に連帯

保証人や連帯借受人などを交えた協議の場を持つな

ど、未納者の現状を把握し、適切な債権管理に努め

られたい。 

 

 

 

 

 

（3）旅行命令をすべきところ外出承認でしていたの

で、適正に処理されたい。 

 

（4）交際費の資金前渡に係る支出負担行為の決裁が、

出納機関に合議されていなかったので、適正に処理

されたい。 

注意事項 

（1）生活保護費返還金については、不正受給防止のた

め、新規ケースの場合は保護開始時に、継続ケース

の場合は毎年度最初の訪問時に「保護のしおり」を

配布し、権利と義務、生活状況の報告及び収入の申

告義務について周知徹底を図っている。また、毎年

課税状況調査や年金調査を実施し、適正に収入申告

がなされているかを把握している。不正受給の防止

の基本は、訪問活動にあると考えており、今後とも

計画的かつ定期的な訪問活動を実施し、生活状況の

確認及び把握に努めていく。 

   未収金について、管内の現受給者については保護

費の支給との関係性があり、指導も行いやすく未収

金は少ない状況である。過年度の未返還者について

は、死亡した者、居所不明の者、県外へ転出した

者、生活保護から脱却したが生活基盤が脆弱で境界

層にある者等様々なケースがあり、償還指導につい

ても困難な状況にあるが、公平性の観点からも、今

後とも粘り強く償還指導を行っていく。また、死亡

した者で相続放棄がなされている場合等個々のケー

スに応じて、本庁と不納欠損処理等の協議を行って

いく。 

（2）母子寡婦福祉資金貸付金償還金については、新規

貸付時の面接調査には本人と連帯借主及び連帯保証

人に同席を求め、資金の使途や償還能力を十分把握

するとともに、本貸付の目的や意義等について説明

を行い、償還義務の意識付けを徹底している。ま

た、貸付終了時には生活状況の聞き取りと償還の説

明をしており、償還開始後、償還が滞れば訪問や電

話により、生活状況を把握しながら償還指導を実施

し、新規滞納者の発生防止に努めている。未収金に

ついては、対象者の生活は大変厳しく、経済的に弱

い立場の方が多いため、完納は困難な状況である

が、電話や自宅訪問による償還指導を実施し、適切

な債権管理に努めている。 

（3）旅行命令及び外出承認については、各課長等の決

裁権者に再度制度の内容を周知徹底し、適正処理に

努めている。 

（4）出納機関との合議については、適切な合議方法を

再度周知徹底し、適正処理に努めている。 
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（5）早朝出発夜間帰着の条件を満たさない旅行命令に

おいて、早朝出発夜間帰着欄への記入がなされてい

たので、適正に処理されたい。 

（5）早朝出発夜間帰着の確認については、各課長等の

決裁権者に改めて制度の内容を周知徹底し、適正処

理に努めている。 

 

3 東牟婁振興局健康福祉部串本支所 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）生活保護費返還金の未収金については、平成25年

度末で約627万円となっており、前年度末に比し約29

万円減少している。 

   今後も、新規未収金の発生防止に努めるととも

に、早期の納付指導等による適切な債権管理に努め

られたい。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）母子寡婦福祉資金貸付金償還金の未収金について

は、平成25年度末で約53万円となっており、前年度

末に比し約7万円減少している。 

   今後も、新規未収金の発生防止のために貸付時に

おける償還指導を図るとともに、未納者の現状を把

握し、適切な債権管理に努められたい。 

 

 

（3）旅行命令簿において、宿泊命令又は夜間帰着を命

令すべきところどちらも命令されていなかったの

で、適正に処理されたい。 

 

 

（4）生活保護費返還金の債権管理を怠っていたため、

不必要な調定が行われていたので、今後このような

ことがないよう適正に処理されたい。 

注意事項 

（1）生活保護費返還金の未収金については、未納者の

大部分が現在も生活保護受給中で、経済的に非常に

厳しい状況にあるが、分割納付等により粘り強く返

還指導を行うなど、債権管理の一層の徹底を図って

いる。新規未収金の発生防止については、被保護世

帯から収入を確実に申告するよう、新規ケースの場

合は保護開始時に、継続ケースの場合は年度当初に

生活保護の権利と義務についてのパンフレットを配

布し、訪問時の指導を通じて被保護世帯への周知徹

底を図っている。また、民生委員や町など関係機関

との情報連携を密にし、訪問調査を積極的に行い、

収入申告書の提出、課税調査、預貯金調査等の早期

チェックを徹底させるなどの措置に努めている。 

（2）母子寡婦福祉資金貸付金償還金の未収金について

は、未納者の生活実態の把握に努め、償還指導を行

うことで、毎月一定の金額の返還がある。現年度に

おける未納者は、電話や自宅訪問により償還指導を

行い、年度内に未納分を全額返還済みである。この

ことから、現年度分の償還率は100%となっている。

今後も新規の未償還金の発生を防止するため、貸付

時に償還指導の徹底を図っていく。 

（3）注意のあった件については、監査後直ちに職場研

修を行う等、記入方法について職員に周知を図っ

た。 

   今後はこのようなことがないよう、適正に事務管

理を行い再発防止に努める。 

（4）生活保護費返還金の調定は、毎月定例的に実施し

ているが、誤って調定していた分があった。判明

後、直ちに修正し返還計画も作成した。修正前の返

還計画で調定し過納となっていた返還金について

は、戻出するため、調定を行った。 

   今後は、このようなことがないよう、適正な処理

に努める。 

 

4 東牟婁振興局串本建設部 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）土木使用料（公営住宅）の収入未済額は、平成25

年度末で約80万円となっており、前年度に比し約4万

円減少している。 

   今後も、未納者の現状を把握し、適切な債権管理

に努められたい。 

（2）旅行命令をすべきところ外出承認でしていたの

で、適正に処理されたい。 

注意事項 

（1）土木使用料（公営住宅）の未収金の回収について

は、各戸訪問、電話及び文書による督促並びに連帯

保証人への督促により、効率的な指導を行ってい

る。今後も、未納者の現状を把握し、滞納整理にお

ける事務手続の徹底と、適切な債権管理に努める。

（2）自家用車を使用し、在勤公署である当建設部発着

で串本町内の用務地へ出張するもので、用務地まで

の路程が半径2㎞を超えているため、旅行命令をすべ

きところを外出承認で行っていたものである。所属

の全職員に対し、旅行命令及び外出承認等の旅費制
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（3）誤った金額の請求書により支出していたので、適

正に処理されたい。 

  度について、周知徹底を行った。 

（3）産業廃棄物処分委託業務において、消費税の1円未

満の端数を切り捨てて支出すべきところ、四捨五入

により切り上げて支出していたものである。所属の

全職員に対し、契約書の内容に従い適切に処理する

よう周知徹底を行った。 

 

5 東牟婁振興局新宮建設部 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）会計事務において、次の不適正な事務が多く見ら

れたことは誠に遺憾であり、適正に処理されたい。

今後、決裁権者はもちろん、内部牽制を有効に機能

させ、会計事務手続の点検をするとともに、厳正な

執行に万全を期されたい。 

ア 旅行命令事務 

  旅行命令をすべきところ外出承認でしていた。

イ 超過勤務事務 

（ア）超過勤務・休日勤務命令簿兼振替等整理簿に

おいて、勤務時間の区分欄及び週休日の振替等

欄を鉛筆書きしていた。 

（イ）超過勤務・休日勤務命令簿兼振替等整理簿に

おいて、正規の勤務時間外の公用車を運転した

職員の超過勤務については、平成23年3月25日付

け人第495号人事課長通知に従っていなかった。

ウ 決裁及び承認事務 

（ア）ETCカード使用承認・使用管理簿において、使

用承認の漏れがあった。 

（イ）物品調達台帳において、決裁印の押印がなさ

れていない事例や、納入者の記載がなされてい

ない事例があった。 

エ 支出事務 

（ア）建設工事請負契約において、契約書約款の記

載誤りにより前払金が返還されていた事例があ

った。 

（イ）修繕料の支出票において、支出命令額を誤っ

て入力し、過渡ししていた事例があった。 

（2）土木使用料（公営住宅）の収入未済額は、平成25

年度末で約247万円となっており、前年度末に比し約

62万円減少している。 

 今後も、未納者の現状を把握し、適切な債権管理

に努められたい。 

（3）工事請負契約の違約金については、平成25年度末

で約38万円が収入未済となっているので、未納者の

現状を把握し、適切な債権管理に努められたい。 

 

（4）船舶引揚の代執行に係る収入未済額については、

平成25年度末で14万円となっているので、未納者の

現状を把握し、適切な債権管理に努められたい。 

（5）港湾施設の使用及び工作物設置並びに港湾施設内

行為の許可について、使用等が開始された後に提出

された許可申請書に基づき、使用等開始時に遡って

許可及び使用料の徴収を行っていたので、適正に処

理されたい。 

 

検討事項 

 廃道敷地については、平成25年度末で5件が未処理と

注意事項 

（1）旅行命令事務、超過勤務事務、決裁及び承認事

務、支出事務等の会計事務において、不適切な事務

が多く見られたことについては、起案者から決裁権

者に至るまで複数人によるチェックを行う等、確認

体制の強化を図るとともに、関係法令等を遵守の

上、会計事務を行うよう、職員に対して周知徹底し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）土木使用料（公営住宅）の未収金については、督

促状や催告状による通知、電話及び訪問を行うな

ど、委託管理人とも連携を図りながら、適切な債権

管理に努めていく。 

 

（3）工事請負契約解除に伴う違約金については、納入

義務者が所在不明、生活困窮等により回収困難な状

況であるが、引き続き所在調査や訪問を行い、適正

な債権管理に努めていく。 

（4）船舶引揚の代執行に係る収入未済額については、

定期的に債権者を訪問の上、分割徴収しており、引

き続き適切な債権管理に努める。 

（5）港湾施設の使用等の許可で、開始時に遡って許可

及び使用料の徴収を行った結果、許可日と許可期間

に食い違いがある状態で許可してしまったものであ

る。 

   今後は適正な事務処理についての職員への周知と

申請者への指導を徹底していく。 

検討事項 

 廃道敷地の未処理案件については、公図混乱により、
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なっているので、引き続き廃道敷地の現況に応じた適正

な管理を行うとともに、処分に努められたい。 

当該敷地の隣接関係が確定できず、払下げ等財産処分の

見通しが立っていないところであるが、引き続き、敷地

管理や現場の安全監視を行うとともに、近隣の整備工事

における用地測量の成果を活用したり、道路改良計画時

に現道敷地としての利用も検討するなど、廃道敷地の解

消に努めていく。 

 

6 和歌山県水産試験場 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）報償費において、調査期間の記載を誤り、過渡し

していた事例があったので、今後このようなことが

ないよう適正に処理されたい。 

（2）旅費受領受任者通帳において発生した預金利息を

誤って収入調定していたので、適正に処理された

い。 

注意事項 

（1）今後、報償費の支払については、調査期間や支払

金額に誤りがないようチェック体制を強化し、適切

に処理するよう職員に周知徹底した。 

（2）今後、当該事例については、常時、通帳（現金の

状況）の確認を怠らず、手続を誤ることのないよう

チェック体制を強化した。 

 

7 和歌山県立串本古座高等学校 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）集中調達物品の調達に係る消耗品の納品につい

て、納品書に受付印及び担当者の個人印の押印がな

されていないものがあったので、平成21年1月5日付

け出第306号会計管理者及び財第235号総務部長通知

に従い、適正に処理されたい。 

（2）旅行命令簿において、用務地の記載誤りにより旅

費額が不足しているので、適正に処理されたい。 

 

（3）ETCカード使用承認・使用管理簿において、使用承

認の漏れがあったので、適正に処理されたい。 

 

（4）毒物及び劇物等の薬品の保管について、平成10年9

月25日付け総第327号総務課長及び学第1052号学校教

育課長通知に基づき、適正に処理されたい。 

注意事項 

（1）集中調達物品の調達に係る消耗品の納品につい

て、平成21年1月5日付け出第306号会計管理者及び財

第235号総務部長通知に従い、納品書への受付印及び

個人印の押印に漏れがないよう職員に周知徹底を図

った。 

（2）旅行命令の誤りについては、支給額の不足分の追

給処理を行うとともに、今後このようなことのない

よう職員に周知徹底を図った。 

（3）ETCカード使用承認・使用管理簿について、今後こ

のようなことのないよう確認を十分行うとともに、

適正に処理するよう職員に周知徹底を図った。 

（4）毒物及び劇物等の薬品の保管について、平成10年9

月25日付け総第327号総務課長及び学第1052号学校教

育課長通知に基づき、薬品保管管理簿の作成及び薬

品の適正管理を行うよう職員に周知徹底を図った。

 

8 和歌山県立新宮高等学校 

監査実施年月日 平成26年12月24日 

監 査 の 結 果 監査の結果に基づき講じた措置 

注意事項 

（1）毒物及び劇物等の薬品の保管について、平成10年9

月25日付け総第327号総務課長及び学第1052号学校教

育課長通知に基づき、適正に処理されたい。 

 

（2）早朝出発夜間帰着の条件を満たさない旅行命令に

おいて、早朝出発夜間帰着欄への記入がなされてい

たので、適正に処理されたい。 

注意事項 

（1）毒物及び劇物等の薬品の保管について、平成10年9

月25日付け総第327号総務課長及び学第1052号学校教

育課長通知に基づき、薬品保管管理簿の作成及び薬

品の適正管理を行うよう職員に周知徹底を図った。

（2）早朝出発夜間帰着の条件を満たさない旅行命令の

日当加算額については、返納処理を行うとともに、

今後このようなことがないよう職員に周知徹底を図

った。 
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